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総 論 編
Ｉ 附属中研究改革宣言
群馬県の教育研究の先導役として新しい方向性を明確にした実践研究を推進する。
教育研究は、生徒の目線に立って日々改善・充実させていくものであり、日々の授業に反映できるよ
う心がけて実践を行うものである。そこで、次のような方針で新しい研究に臨む。
一 本校教員がやりたいこと、提案したいことの思いを明確にして研究に取り組むこと。
一 特色ある教育を展開するために、学校としての研究の柱を明確にして各教科の研究にあたること。
一 今までの本校のよさや課題を踏まえ、創意工夫して新しい研究スタイルを提案すること。
一 本校の教育研究の情報発信の方法を工夫するとともに年１回の公開授業だけではなく、各教科等部会の研修会と連
動した実りある形を検討すること。
教育研究はありのままの事実を積み重ねていったうえで、その変化を語っていくものである。また、
教育研究はあくまでも授業を通して行い、生徒のノート、記録で研究の姿を語り、教師も生徒も互いに
高め合いながら「授業が楽しくなった」「自信がついた」「わかるようになった」ということを目指す。
そこで、本校では、図１のような三つの改革を行った。
１ 研究への意識改革 －みんなでアイデアを出し合う－
２ 研修体制の改革 －いつでも授業参観・教師も共に学び高め合う－
３ 研究組織の改革 － スリム化とゆとり－
これらについて、順に概要を説明する。
＜図１ 三つの改革＞
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１ 研究への意識改革－みんなでアイデアを出し合う－
今までの本校の研究は、次のような公開研究会での授業公開を中心にした１年間のサイクルで研究を
進めてきた。
10月～12月…公開研究会を終えて、公開研究会での成果と課題を出し合い、次年度に向けての構想を練る。
１月～５月…毎月、全体構想と各教科等の紀要を全員で検討する要旨検討を行い、成果をまとめる。
４月～７月…全員が参観する授業研究会を集中的に行う。
９月…公開研究会。成果を発表する。公開研究会の後、新たな研究がスタートする。
群馬県の教育研究の先導役として、新しい方向性を明確にした実践研究を推進するために本校教員は、
図２のような協議を約３か月間にわたり行った。この協議で、公開研究会の意味や方向について理解を
深め合い、先の方針を確認しながら、図３のように公開研究会の改善案をまとめた。教育研究は、生徒
の目線に立って日々改善・充実させていくものであり、日々の授業に反映できるよう心がけて実践を行
うものである。今、日頃の授業において、互いに授業を見合える環境をつくってきている。
２ 研修体制の改革－いつでも授業参観・教師も共に学び高め合う－
今まで全員が参観する研究授業を中心とした研究体制をとってきた。研究授業の種類としては、新し
く着任した教員が対象の新任授業、附属中において初めて担任をもつことになった教員を対象とした新
担任授業、道徳や学活の指導案形式決定の授業、公開研での授業公開を前提とした公開研モデル授業な
どがあった。
授業研究において授業の事前の検討も大事だが、それよりもはるかに授業の事実、生徒の事実といっ
た事後の反省からの学び合いが重要である。そこで、新しい研究の方向について共通理解したうえで、
最も有効な研究体制をとれるように研修体制を改革することにした。
(1) 最新の情報を発信し、外部参加者と共に創り上げていく！
Webページや学内のメールを通して授業公開や研究の内容の発信を行い、外部に研究内容を提示し、
外部参加者と共に創り上げていく研究としていく。そこで、次のような１年間の計画を立てた。
【１学期（４月～７月）】
① 新体制による教員研修・授業改善の推進とその情報公開（外部一般公開研究授業・Web）
＜図２ 公開研究会についての協議の様子＞ ＜図３ 協議の結果を再構成したもの＞
- 3 -
② 主体的に学び、互いに高め合う生徒を育成する具体策の検討
【２学期（８月～12月）】
① 本研究の成果と課題の明確化とその情報公開（公開研究会・Web）
② 新体制による教員研修の評価・改善（授業改善提案Ⅰ）
【３学期（１月～３月）】
① 次年度以降の研究構想の確立とその情報公開
② 研究にかかわる情報の収集と理論研究
③ 新体制による教員研修の評価・改善（授業改善提案Ⅱ）
(2) 研究授業の改革
① 新任者・新担任者の力量ＵＰ
本校教員は、多くの学部生の教育実習、大学院生の教育実践演習の指導にあたる。そこで、本校新任
者・新担任者には必要な資質・能力を育成するために、次のように研修内容を体系的に位置づけた。
授業を参観する→実践する（Ａ）→意見をもらう→改善する→実践する（Ｂ）→意見をもらう→改善する
区分 指導案 参観者 予定期日
研修Ⅰ 新任者研究授業 Ａ 略 案 各教科部＋教科（５・４）代表＋研究主任 ５月 授業者設定
２校時授業３校時研究会
Ｂ 全 案 全教員＋大学教員＋指導主事 ５～６月 研究部設定
６校時授業放課後研究会
研修Ⅱ 新担任者研究授業 Ａ 略 案 学年教員＋研究主任 ４月 授業者設定
（＋道徳推進教師） ３校時授業放課後研究会
Ｂ 略 案 各部（道・学）教員＋研究主任 ５～６月 研究部設定
（＋道徳推進教師） ２校時授業３校時研究会
新任者は、まず、本校の道徳部の授業を参観し、本校の授業スタイルや授業研究のスタイルを学ぶ。
その後、教員研修Ⅰ（新任者授業）として、１回目は各教科部に、２回目は校内の全教員に加えて大学
の先生や県教委の指導主事の先生にも参観をお願いして研究授業をする。
新担任者については、教員研修Ⅱ（新担任者授業）として、１回目については学年で、２回目は道徳、
学活部で参観し、研究授業をすることにした。
このような研究授業を進めるにあたっての役割分担は次のようにした。教科部会や学年部会では授業
構想、指導案作成、授業についての事前検討会を、全体では授業後の参観者の意見交換により段階的な
レベルアップを図り、協働で高め合う雰囲気づくりを形成するようにした。
② 協働でつくり合う研究・自己課題への対応
教科部等については、各部会を機能させ自由に授業を公開しつつ、全ての研究授業を外部公開し、大
学生、大学院生、大学教員、指導主事、公立中学教員等外部参加者と共に、互いに意見を述べ合いなが
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ら研究を進めていく。
区分 指導案 指定参観者 予定期日
研修Ⅲ 教科部研究授業 Ａ 略 案 各教科部＋５教科代表＋研究主任 ６月～７月 研究部設定
国語／社会／数学 ＋大学教員＋指導主事＋一般参加者 ６校時授業放課後研究会
／理科／英語
Ｂ 全 案 （公開研究会） ９月９日・10日
研修Ⅲ 教科部研究授業 Ａ 略 案 ４教科代表＋研究主任 後期 授業者設定
音楽／美術／保健体育 ＋大学教員＋指導主事＋一般参加者 ６校時授業放課後研究会
／技術・家庭
Ｂ 全 案 （公開研究会） ９月９日・10日
研修Ⅳ 教科外研究授業 Ａ 略 案 各部教員＋新任者 １学期中 授業者設定
道徳／総合的な学習の時間 （先輩教員授業） ２校時授業３校時研究会若しくは
／学級活動 3校時授業放課後研究会
Ｂ 略 案 全教員＋指導主事＋一般参加者 ２学期中 研究部設定
６校時授業放課後研究会
(3) 授業研究会の改革
① 授業を通した練り上げで指導力を磨く
今までの本校の授業研究会は、図４のように、おおよそ、授業者の授業説明に始まり、意見のある者
が発言して質問し、授業者が答える研究協議という流れで進めてきた。これからは、生徒の学習と成長
を支え、生徒と共に学び高め合うために、一つの授業から次の授業を練り上げていく図５のような授業
＜図４ 今までの授業研究＞
＜図５ これからの授業研究＞
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研究体制をとる。研究授業についての省察を通して、授業者自身が成長するだけでなく、参観者も課題
をもつことで、自分の見方を変え成長していく。一つの授業が多くの教員の次の授業に役立ち、力量形
成を図れるものとした。以下は、授業を練り上げていった道徳の実践例である。
実践例
２年道徳 主題名 集団における自己の役割と責任 （主題：集団生活の向上 ４－(4)）
資料概要「明かりの下の燭台」（一部改作） 出典「自分を考える２」（暁教育図書）
東洋の魔女と呼ばれた日本女子バレーボールチームの監督大松博文さんが、チームのマネージャー鈴木恵美子
さんについて語った文章である。大松監督からチームのために、選手からマネージャーへの転向を告げられ、
苦悩の末、その役割を受諾する鈴木さん。マネージャーを選択してからの４年間の心情の変化を考えさせ、集
団における自己の役割と責任に気付かせていく。
Ａ教諭は、学年道徳担当教員の提案を基に次のような発問で授業をした。
【問い】 【発問】 【発問】 【中心発問】
クラスの向上を考えて、役 マネージャーを引き受 マネージャーとして なぜ４年間もの間、「チームを
割を果しているだろうか。 けたとき、どんな気持 どんなことを頑張り 強くしたい」という願いのも
ちでしたか。 ましたか。 と、頑張り続けることができ
たのだろうか。（語合い）
Ａ教諭の授業における生徒の反応、ワークシートの記述を基に、学年教員で話し合い、Ｂ教諭は提案をベースに
しながら、問いをプラス思考へ変え、中心発問を考えをもちやすいものに変更した。
【問い】 【発問】 【発問】 【中心発問】
最高のクラスにするために マネージャーを引き受 マネージャーとして ４年間もマネージャーの仕事
自分にできることは何だろ けたとき、どんな気持 どんなことを頑張り を続けてきた鈴木さんの気持
うか。 ちでしたか。 ましたか。 ちの変化を考えてみよう。（語
合い）
さらに、Ｂ教諭の授業を参観したＣ教諭は、中心発問に至る過程で価値の反対の姿勢を組み入れて、授業を行っ
た。
【問い】 【発問】 【追発問】 【中心発問】
最高のクラスにするために なぜ、マネージ レギュラーを目指さず、マ ４年間もマネージャーの仕事
自分にできることは何だろ ーを引き受けた ネージャーを引き受けた鈴 を続けてきた鈴木さんの気持
うか。 のですか。 木さんは、努力をあきらめ ちの変化を考えてみよう。（語
たのですね。 合い）
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② 全員で学び合う授業研究会を
考える
全員で学び合う授業研究会にする
ために、研究部授業研究会班が、行
った教員意識調査の結果をまとめた
ものが図６である。図中下部の「納
得・すっきり」「自己課題」「広める」
「仲間意識」などのキーワードを基
に、授業研究会を考える研究会をも
って、授業研究会の進め方を検討し
た。
この検討結果は、図７のように整
理され、全体に示された。
この協議を踏まえて、４月14日の今年度の第１回研究授業（３年・道徳）は、次のような流れで授業
研究会を行った。
＜図６ 教員意識調査の結果＞
＜図７ 新しい授業研究会＞
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○開会のことば 司 会
○授業説明 授 業 者
○グループ協議 小グループの進行役は第２学年教員
○グループ発表 小グループの進行役以外の参加者
○授業者の学び 授 業 者
○指導助言 指導助言者
○授業研究会アンケート記入 全 員
○閉会のことば 司 会
授業研究会の中で中心となるグループ協議には、次のような「しかけ」を考えた。
しかけ① 付箋紙とサインペン 参観者は、授業を見ながら、付箋紙１枚に一つのことをサインペンで大きめ
※写真１参照 の字で書く。この付箋紙を授業研究会で用いる。
しかけ② 模造紙 授業研究会で付箋紙を貼り付ける台紙。最初はグループの机上に置かれ、各
グループの進行役の指示で、参観者は簡単に説明をしながら、その付箋紙を貼
る。その際に、他の参観者から関連した付箋紙が貼られたり、貼られた付箋紙
を見て付箋紙には書かなかったが意見がある者が発言したり、協議を活発にす
る。グループ協議後は、黒板に掲示し、全体で各グループの協議された内容を
確認する。
しかけ③ グループ構成 話をしやすいように教科別、年代別等４～６人のグループを進行役が編成す
る。教科の授業の際は、その教科は分けずに１グループをつくり、専門性の深
い内容に話が深まるようにする。各グループの進行役は当初は授業研究会班の
教員が務め、だんだんと誰でも務められるようにしていく。
しかけ④ 「授業研究ワークシート 授業と授業研究会を経て、参観者として学びを振り返るワークシートである。
＜参観者の学び＞」 そして、その振り返ったことを自分の授業に生かす。一連の授業研究の中で、
※資料１参照 授業を提供した教員の実践のよい点を共有し、自分の新たな実践の材料にして
いく。全員で学び合いながら実践研究を推進していくためには、参観者は自分
の学びを書き出すようにする。また、これは、いったん研究主任が回収し、コ
ピーを授業提供者に渡すようにする。
20分ほどのグループ協議の後、協議された内容を各グループが全体の前で発表する。発表するのは、
グループ協議で進行役を務めていた以外の者とした。
それぞれのグループの発表が終わった段階で、全体の進行役（運営者）が総括し、授業者にグループ
協議を踏まえた「授業者の学び」の発表を促す。この流れをまとめると図８のようになる。
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その後、指導助言者の指導講評を基に、
全体でこの日の学びを確認する。そして最
後に、各参観者は、一人一人「授業研究ワ
ークシート＜参観者の学び＞」というワー
クシート（資料１）に、研究授業・授業研
究会を経て、自分の学んだことを箇条書きではなく文章で記述する。図９は、その「参観者の学び」を
まとめた「わたしたちの学び」である。
今年度は１学期中に15回の研究授業・授業研究会を行った。それぞれの授業研究会が終わる度に、授
＜図９ 「参観者の学び」をまとめた「わたしたちの学び」＞
＜図８ グループ発表・授業者の学び＞
＜資料１ 参観者の学び＞
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業研究会班が授業研究会の進め方等につい
て検討を重ねてきた。特に、今年度は、全
員が全ての研究授業・授業研究会に参加し
ないので、研究部では資料２のような「授
業研究通信」を発行し、授業研究会につい
て参観しなかった者も含めて共通理解を図
れるようにした。
付箋紙については、３色、４色使うこと
もあったが、１学期末の時点では、写真１
のように、青・赤の２色の付箋紙のみを用
いるようになった。青い付箋紙は授業中の
良かった点を、赤い付箋紙には参観中に自
分が指導したくなった場面があったときの
生徒の様子を書くようにした。
授業研究会の時間については、本校の非
常勤職員や本校以外からの参加者も参加し
やすいように設定をした。１学期末、指導
助言者を招いて行った授業研究会は次のよ
うな流れで進めた。
16:15～ はじめのことば 運 営 者
挨 拶 校 長
指導助言者紹介 運 営 者
16:20～ 授業説明 授 業 者
グループ協議
16:50～ グループ発表
授業者の学び
17:10～ 指導助言
17:30～ 今日の学び・今後の展望 教科主任
謝 辞 校 長
おわりのことば 運 営 者
○参観者の学び記入・提出 各 自
このような授業研究会を通して、授業者
だけでなく、参観した多くの教員が成長す
ることで、本校の多くの生徒に研究成果を
還元できる。授業研究が核になって、教員
集団の学習が展開され、本校で今まで培わ
れてきた個性的であり、実力のある教師達
の暗黙知の領域が、次世代へと継承されて
いくと考える。
＜資料２ 授業研究通信＞
＜写真１ 意見が書かれた付箋＞
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３ 研究組織の改革－スリム化とゆとり－
図10は、本校の過年度の研究部組織である。研究部は教科指導部と教科外指導部の二つから成り立ち、
その下に13の担当が置かれていた。それぞれの担当が年度当初に１年間を見通した研究の内容、具体策
を明確化して、それぞれの研究を進めてきた。総勢14名。このメンバーで研究授業の前は、事前に指導
案の検討を行っていた。
これを今年度は図11のように改めた。分掌のスリム化、及び学年分掌の設置である。分掌のスリム化
として、教科外指導部（人権、情報、環境、福祉、国際理解、図書館）については教務補佐が総括する
特別委員会に移動した。学年分掌の設置については、授業公開担当班、授業研究会班、指導案形式班の
三つの班を置いた。この班はそれぞれ、第１学年、第２学年、第３学年の学年団が担当する。授業公開
班は、教員研修において一般参加者が参加できる研究授業の内容を発信し、参加者を募る。また、一般
参加者の人数に応じて、授業研究会の会場の設定・準備・案内を行っていく。授業研究会担当班につい
ては、協働で高め合える本校の新しい授業研究の進め方を提案していく。指導案形式担当班については、
従来の指導案について参観者から読みづらいという課題が挙げられ、本校職員からも公開研究会で来て
すぐに指導案を読んでも読みこなせないのではないかという指摘もあったので、指導案の文字数を減ら
し図式化を進め、要点が分かりやすいものを検討し、必修教科の新しい指導案形式を提案していく。
Ⅱ 研究主題の決定の道筋
１ 教育基本法、学校教育法、学習指導要領の改正等、我が国が求めていること
我が国の児童生徒の学習意欲について課題がある状況を踏まえ、教育基本法第６条で学校教育におい
て自ら進んで学習に取り組む意欲を高めることを重視することが示されるとともに、学校教育法第30条
でも主体的に学習に取り組む態度が学力の要素の一つとして示されている。学習指導要領の総則におい
ては、「生きる力」を支える「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」の調和が重視されるとともに、
学校教育を行うにあたり基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解
決するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能力を育むとともに、主体的に学習に取り組む態
度を養うことに努めなければならないことが示された。
２ 本校学校教育目標が求めていること・過年度の研究成果から得られたこと
本校では、次の学校教育目標を掲げ、教育実践を行っている。
＜図10 過年度の研究部組織＞ ＜図11 今年度の研究部組織＞
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○心豊かに互いを生かす（共生） ○知性を高め未来を創る（創造） ○たくましい心と体に育ち合う（健康）
先年度公開研究会まで３年間、「学びを生かし未来を拓く生徒の育成」を研究主題として、「学び」
という視点で今日的な研究を推進してきた。この研究では、教育課程全般にわたって、学習指導要領に
基づき、「習得」「活用」「探究」をキーワードに授業の在り方、学習過程、題材・単元構成の在り方を
明らかにし、年間指導計画を作成できたことが成果である。課題としては、年間指導計画での各教科、
道徳、総合的な学習の時間、学級活動（特別活動）、学校保健、相互の関連の明確化を図ること、生徒
が身に付けた力を自ら実社会・実生活に生かしていこうとする態度を育成すること、思考力、判断力、
表現力を更に養うための各教科等の言語活動の充実が挙げられた。
３ 本校のおかれている現状から求められていること
本校の設置者である国立大学法人群馬大学からは、中期目標、年度計画を具体化して研究を推進する
ことが求められている。
(4) 附属学校に関する目標
① 教育学部及び教育学研究科との連携により教育実習等を充実させ、教員養成教育の機能を強化する。
② 教育学部及び教育学研究科との共同研究を組織的に展開し、その成果を附属学校での教育に活用する。
③ 地域の教育のモデル校として関係教育機関と連携し、地域の教育活動の活性化に貢献する。
国立大学法人群馬大学中期目標より
特に、関係教育機関と連携を強化するための具体的方策では、学習指導要領の改訂に伴う新しい教育
の在り方、評価の在り方等の学校教育課題を解決するため、先導的な役割を果たすことや、県内教育研
究の推進役を担うとともに研修会を提供するなど、積極的に地域貢献を果たすことが求められている。
そこで、群馬県教育の実践のリーダーとして具体的な実践提案を行って群馬県教育の質の向上に寄与す
ること、群馬県の教育課題を踏まえて各教科等の研究を行うこと、市町村教委や学校の要望に応じた研
修会を創ること、群馬県小学校中学校教育研究会等各種教育団体と積極的に連携し教育のネットワーク
を生かして研究成果を発信することを心がけていく必要がある。
４ 生徒の実態から得られたこと
日常の授業における教科等の観察からとらえた本校生徒の主な実態は、次のとおりである。
○文章の論理的な構成や展開をとらえ、内容の理解に役立てることができる。
○理由付けをはっきりさせて説得力のある自己の主張を形成しようとする態度が身に付いてきている。
○身のまわりの事象を数理的に解釈していくことができるようになってきている。
○観察・実験結果についての考察への意欲が高まり、力もついてきている。
○自己のイメージを生かした表現を行うことができてきている。
○意図的、効果的に表現する構成力が高まってきている。
○健康の保持増進のための実践力が高まってきている。
○製作品のオリジナリティと完成度に高まりが見られるようになってきている。
○家庭での実践意欲が高まってきている。
○今までに身に付けた知識や技能を生かし、自分が表現したいことをわかりやすく伝えようとする技能が高まって
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きている。
全体的に生徒は、単元・題材等の学習に見通しをもち、基本的な知識や技能を確実に身に付けてきて
いる。また、身に付けたことの活用・実践化の意識も高まってきている。しかし、本校の生徒は学校行
事に協力的に参加できる反面、授業での発言や挙手といった学校生活の土台となる積極性の部分が不十
分であるという意見が生徒会活動の中で生徒から多く挙げられ、生徒会の活動目標にもその点が強調さ
れた。
さらに、ＳＱＳ調査用
紙を用いた「学習に関す
るアンケート調査」を実
施し、本校生徒の自己概
念について比較・検討し、
本研究に生かすことを試
みた。この調査における
調査項目については、「児
童・生徒用相互独立的－
相互協調的自己観尺度」
（高田1999、2000）を参
考にした。
まず、高田の調査した
中学生のデータと比べて、
本校生徒には有意な特徴
があるかどうかをｔ検定
により分析を行った。分
析を行うにあたり、５段
階評定値を７段階評定値（「そう思う」を７、「大体そう思う」を5.5、「どちらでもない」を４、「あま
りそう思わない」を2.5、「そう思わない」を１）に変換した。尚、７段階変換値を用いることが妥当
であることは確認されている。（高田1999)
検定結果は、以上のようになり、５％水準で有意な差が認められた。自己概念における相互独立性に
おいて個の認識・主張の面は高く、独断性の面は低い。相互協調性において他者への調和・適応は高く、
評価への懸念は低いことがいえる傾向が見受けられた。
そこで、χ２（カイ２乗）検定を用いて、学校全体の傾向をもう少し詳しく分析した。
検定の結果を整理すると次のようになる。
※一定の傾向が特に強かったこと
○クラスのみんなと仲よくすることは大切だと思う。
＜資料３ ＳＱＳ調査用紙による意識調査＞
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○いつも自分の意見をもつようにしている。
○いつも自分のしたいことがわかっている。
○クラスのみんなから好かれたいと思う。
○勉強するときは、これからどんな内容をやるのかを考えてから始める。
○友達と遊ぶとき、友達と自分のどちらがリーダーかは気にならない。
○勉強で大切なところは、何度も繰り返し書いたり声に出したりして覚える。
○自分がいいと思ったことについて、友達が何と思っているか気になる。
※傾向が両極で拮抗していること
○みんなとはちがう考えをもっていると、自分が考えたとおりにやる生徒もいるし、思いとどまる生徒もいる。
○たいていは何をするかを自分一人で決められる生徒もいるし、決められない生徒もいる。
○クラスのみんなと意見が分かれることはいやな生徒もいるし、いやではない生徒もいる。
○友達と意見が分かれたとき、友達に合わせることが多い生徒もいるし、そうではない生徒もいる。
さらに、学年毎に検定をすると、次のような学年が上がるにつれて強くなる傾向、弱くなる傾向の項
目がでてきた。
※学年が上がるにつれて、
◇自分の意見をはっきり言う生徒、言わない生徒が分かれてくる。
◇勉強していてわからないところがあったとき、先生に聞く生徒、聞かない生徒が分かれてくる。
◇先生や友達がまわりにいるか、いないかで、自分の気持ちが変わる生徒、変わらない生徒が分かれてくる。
◇勉強のできる友達と同じやり方で勉強する生徒、同じやり方で勉強しない生徒が分かれてくる。
◇授業などで、いつも自信をもって発表している生徒が減ってくる。
◇クラスのみんなと意見が分かれることは、いやではなくなってくる。
以上１～４を踏まえて、教員研修のワークショップで、研究のキーワードを抽出した。
・つながり ・高め合う ・自信をもって ・一人一人が
・主体的（主体性） ・実践力
抽出されたこれらのキーワードについて全体で協議をし、次のような本研究主題が設定された。
主体的に学び、互いに高め合う生徒の育成
Ⅲ 私たちの取組
１ こんな生徒を育てたい！
本研究を進めるにあたって、まずは、生徒一人一人が自ら学ぶ意欲を高めること。次に、自分の課題
を見つけ、自ら考え、主体的に判断したり表現したりすること。そして、他とかかわり合いながらより
よく解決できること。このような資質や能力を育成することが大切であると考える。そこで、本校生徒
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の実態から、教師が育みたいと願う「目指す生徒像」を学校全体としては、次のように設定した。
①自らの意志で、自信をもって学ぶことができる生徒
②他の意見や考えに耳を傾け、自らの考え方や表現した内容を見つめ直すことができる生徒
③身に付けた力を生活の場面で生かしていくことができる生徒
①は、生徒が、学ぶ喜びを大いに実感し、自己を向上させようと、学習することへの意欲をもってい
る状態。また、自ら設定した課題や自分に与えられた課題に対して積極的に取り組もうとする実践的な
態度を示している状態。しかも自己の能力を最大限に発揮すべく努力し続ける状態である。生徒は自分
がそうなりたいと思った方向に自分が変わってきた経過を自覚したときにも、自信をもつ。ゆえに、結
果だけの成功体験ではなく、その成功体験に至る過程も「自信をもって」ということにつながるととら
え、本研究で大切にしていく。
②生徒相互の質疑応答や意見交換、話合い、語合いなどを通して、自他の見方や考え方を比較・検討
させることにより、生徒は自他の様々な知識や体験を分析・統合させながら思考し、自己の見方や考え
方を深めたり広げたりすることができるようになると考える。したがって、本研究では、他とのかかわ
りの中で互いに学ぶことができる場面、そして自分を見つめ直す場面を工夫して設定していく。
③生徒は、学ぶ事象に対して、教師の適切な支援のもと、生徒同士が互いに様々な角度から見つめた
り、考えたり、粘り強く取り組んだりする。そのような中で、分かる喜びやできる喜びを互いに味わい
ながら学習を進める。そして、自分がよりよい方向へ変わりつつあることに気付いたとき、その自分の
力を生活の場面で更に生かそうとする意欲や態度を生じさせ、自己を高めることにつながる。
これらを踏まえて、教科等で「目指す生徒像」をそれぞれの教科等の視点でとらえ直し、より明確に
授業で目指す生徒の姿が見えてくるようにした。
教 科 等 各 教 科 等 の 目 指 す 生 徒 像
国 語 科 ○多くの言葉に触れ、自らその意味や使い方について調べたり考えたりする生徒
○意見交流によって、言葉に対する見方や考え方を広げたり、深めたりできる生徒
○身に付けた言語知識や言語能力を生かして、自分の思いを豊かに表現できる生徒
社 会 科 ○課題解決に必要な基礎的・基本的な知識や技能、概念を身に付けている生徒
○社会的事象を比較したり関連付けたりしながら、自己の考えを深められる生徒
○自ら積極的に課題を追究できる生徒
数 学 科 ○自分のもっている知識や技能を活用しながら自分の力で粘り強く解決しようとする生徒
○考えを論理的にかき表したり、簡潔にわかりやすく伝えたりすることができる生徒
○問題解決の結果や過程を振り返りながら、よりよい考えを発見したり、よりよい考えに修正した
りすることができる生徒
理 科 ○自信をもって観察、実験ができる生徒
○他者に分かりやすく自己の考えを説明できる生徒
○互いの意見交流から自己の見方や考え方を再構成できる生徒
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音 楽 科 ○確かな読譜力を生かして、音楽表現に自信をもてる生徒
○聴き取る観点を基に、楽曲を分析できる生徒
○仲間と共に適切な表現方法を見いだし、効果的に演奏できる生徒
美 術 科 ○アイデアを複数発想し、繰り返し構想を深めることができる生徒
○作品の意図、作品のイメージを言葉を用いて説明できる生徒
○自分の表したいイメージを絶えず振り返りながら制作できる生徒
保 健 体 育 科 ○仲間と共に運動に親しめる生徒
○仲間と協力して課題に応じた作戦や演技を考えられる生徒
○集団技能を高め、互いの個の技能を向上させることができる生徒
技術・家庭科 ○身の回りの技術・知恵と自分とのかかわりに気付くことができる生徒
○学び合いを生かして実践的・体験的な学習活動に取り組む生徒
○社会の変化に対応し、学びの役立て方を工夫できる生徒
英 語 科 ○思いや考えを相手に正しく伝えることができる生徒
○主体的に情報を受け止めることができる生徒
○相手を意識してコミュニケーションを深めることができる生徒
道 徳 ○自らの体験を生かして、問いをもって考えることができる生徒
○共に考えを深めたり明確にしたりしながら語り合える生徒
○よりよく生きようとする力を自覚する生徒
総合的な学習の ○自信をもって実践活動に取り組もうとする生徒
時間 ○地域や生活に目を向け、身近な課題解決に進んで取り組もうとする生徒
○自分の思いや願いを適切にまとめ、それを発信することができる生徒
学 級 活 動 ○話合い活動に興味や関心をもって参加することができる生徒
○情報を基にしながらよりよい解決策を話し合うことができる生徒
○よりよい実践活動につながるために必要なことを自己決定することができる生徒
学 校 保 健 ○自分を客観的に見つめ、よさだけでなく、欠点も含めて自分を好きになることができる生徒
○人とのかかわりの中で、多様な考え方があることを知るとともに、自分の気持ちや考えを上手
に相手に伝えることができる生徒
２ こんな授業がしたい！
研究にあたっては、教科部等が研究内容の柱とするものが、図12のように研究構想図としてまとめら
れた。
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(1) 第１キーワード「目的」「目標」「思いをもって」「積極的に」
学習は、どんな場合でも、何かの目的をもっている。生徒が学習を進めるには、この目的を知ること
が、第一に大切になる。しかし、この目的を知るということは、「これを学ぶのだ」と知りさえすれば
よいのではない。その目的を自分の目標として、自分のものにしなければならない。そこで、学習指導
をするにあたっては、生徒が本当にその目的を自分の目標として取り入れられるような方法を考えてい
かなければならない。そのために、私たちは、生徒がどんな場合にそれを自分の目標として活動を起こ
すかを知って、授業を工夫する必要がある。
(2) 第２キーワード「意欲」「興味」「自発性」「取組」
例えば、音楽を学ばせる場合に、生徒のこれから学ぼうとする音楽を、生徒にそれを学ぶことが自分
にとってどんなに楽しいことかを感じさせるようなことである。このようなことを考えると、それは当
然、生徒が積極的な活動を起こす原動力になる学ぼうとする意欲の問題に関係してくる。つまり、生徒
は学習の目的を知るだけでなく、それについての意欲をもたなければならない。この意欲は興味と関係
し、そこに自発性が現れてくるのである。この自発性は、単に目的を自分の目標として学習を出発させ
る原動力になるばかりでなく、学習の始めから終わりまで、学習活動の進行の原動力として、極めて大
切な意味をもっている。
主体的に学習に取り組む態度は、それを育むことが基礎的・基本的な知識・技能の習得や思考力・判
断力・表現力等の育成につながり、他の学習にかかわる資質や能力の定着に密接に関係する重要な要素
となる。もちろん、学習指導は興味の問題だけに左右されるのではなく、目的によっては、興味がなく
＜図12 研究構想図＞
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てもこれを進めなくてはならない場合もあるし、興味だけにひきずられて方向をあやまってはならない
ことは当然である。ただ、ここで押さえておきたいのは、興味の問題、ひいては自発性の問題が極めて
重要であるということである。
(3) 第３キーワード「互いに伝え合う」「よりよい人間関係」「実践する」「自覚」「身に付ける」
生徒が意欲的に取り組めるようにするためには、個から出発して他とかかわり、また個にもどってく
る学びのつながりを意識する。この学びのつながりは、学習内容同士のつながりもあれば、自他のつな
がりもある。そのようなつながりを大切にする中で、生徒は自信をもち意欲的に取り組み、実践力を身
に付けていく。生徒は、まず、自分で目的をもって、そのやり方を計画し、それによって学習を自らの
力で進め、さらに、その努力の結果を自分で反省してみるような、実際の経験をもたなくてはならない。
そして、そのような生徒が自分で立てた目的から出た要求を満足させようとする活動からでなければ、
本当の知識や技能は得られない。生徒の学びを中心としたとき、生徒同士が互いに高め合える状態では、
生徒一人一人が「自分の意見や考えをはっきり言える」「他者の意見や考えに耳を傾けられ、他者の意
見のよさに理解を示せる」「自分と他者の考えの共通点・相違点に気付き、それを指摘できる」はずで
ある。生徒同士が互いに高め合うためには、生徒一人一人を注意深く観察し、積極的にかかわり、具体
的な作業を提起したり、多様な発見や意見の交流を組織したりというような指導法を常に工夫すると同
時に、一人一人の力を高めていかなくてはならない。
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